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コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス
　こ れ ま で の 成 果 は

利用者数は年々増加し
　利用者からも評価されている

レ ア メ タ ル の リ サ イ ク ル
携 帯 電 話 の 自 主 回 収 を 含 め
　市として業界と連携できることは

い く つ か の 課 題 も あ る が
　国等の動向を踏まえ検討していく

真
の
地
方
分
権
と
税
財
源
移
譲
を
求
め
て

地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
の
勧
告

 

市

 

の

 

見

 

解

 

は

必

要

な

税

財

源

が

担

保

さ

れ

た

　

自
治
権
の
拡
充
は
望
ま
し
い
と
考
え
る

二
酸
化
炭
素
削
減
推
進

 

市
民
参
加
の
取
組
を
す
る
考
え
は

エ
コ
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
仕
組
み
を

 

検

討

し

て

い

く

移 動 支 援 事 業
　支給要件等を見直す考えは

法の見直しにあわせ
　 検 討 し た い

行

政

評

価

の

指

標

市
民
へ
の
影
響
を
示
す
指
標
を

　

設

定

す

る

考

え

は

事
業
の
類
型
化
を
行
っ
た
上
で

　

設

定

し

て

い

き

た

い

国 立 医 薬 品 食 品 衛 生 研 究 所 の 移 転
市は市民の安全確保に

責任があると思うがどう対応するのか

行政の責任を着実に
　 果 た し て い き た い

遠
田　

宗
雄
議
員　

コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
は
、
更
な
る
充
実
を
希
望

す
る
声
が
多
く
、
非
常
に
関
心
の

高
い
事
業
に
な
っ
た
と
思
う
が
、

導
入
に
よ
る
こ
れ
ま
で
の
成
果
に

つ
い
て
、
市
長
の
認
識
は
。

市
長　

運
行
開
始
以
来
、
利
用
者

は
年
々
増
加
し
、
平
成
20
年
３
月

末
ま
で
に
５
４
０
万
８
０
０
０
人

に
も
上
っ
て
い
る
。
利
用
者
か
ら

も
高
く
評
価
さ
れ
、
十
分
な
成
果

を
上
げ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員　

西
府
駅
開
業
に
伴
う
ル
ー

ト
新
設
の
要
望
及
び
東
八
道
路
や

学
園
通
り
に
接
す
る
地
域
で
交
通

に
不
便
を
感
じ
る
と
の
声
が
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

　

ま
た
、
北
山
町
循
環
や
朝
日
町

ル
ー
ト
で
新
た
な
バ
ス
停
設
置
を

望
む
声
が
あ
る
が
、
そ
の
対
応
は
。

環
境
安
全
部
長　

ル
ー
ト

新
設
や
交
通
不
便
地
域
に

つ
い
て
は
、
市
民
要
望
を

聞
き
な
が
ら
、
検
討
協
議

会
等
で
検
討
し
て
い
く
。

　

バ
ス
停
の
新
設
は
、
地

元
自
治
会
等
と
の
調
整
を

進
め
て
い
く
。

他
文
化
芸
術
の
発
信
基
地
・

府
中
市
美
術
館
運
営
の
充
実

を
求
め
て

奈
良
﨑　

久
和
議
員　

金
や
銀
、

リ
チ
ウ
ム
等
の
希
少
な
金
属
で
あ

る
レ
ア
メ
タ
ル
は
、
現
在
、
携
帯

電
話
や
パ
ソ
コ
ン
、
薄
型
テ
レ
ビ

な
ど
に
幅
広
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。

近
年
、
世
界
的
に
需
要
が
増
大
、

価
格
が
高
騰
し
、
安
定
し
た
調
達

が
難
し
い
た
め
、
レ
ア
メ
タ
ル
の

リ
サ
イ
ク
ル
は
急
務
と
考
え
る
。

　

都
で
は
、
レ
ア
メ
タ
ル
の
宝
庫

で
あ
る
携
帯
電
話
の
回
収
･

リ
サ

イ
ク
ル
に
取
り
組
む
こ
と
を
決
定

し
た
が
、
市
と
し
て
も
、
携
帯
電

話
の
自
主
回
収
も
含
め
、
業
界
団

体
と
連
携
し
て
で
き
る
こ
と
に
つ

い
て
考
え
を
聞
き
た
い
。

ご
み
改
革
推
進
本
部
長　

現
在
、

業
界
が
事
業
者
責
任
の
も
と
で
回

収
を
行
っ
て
お
り
、
行
政
の
自
主

回
収
も
含
め
た
連
携
に
は
課
題
も

あ
る
が
、
今
後
、
国
や
都
等
の
動

向
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

レ
ア
メ
タ
ル
の
希
少
性
、

リ
サ
イ
ク
ル
の
必
要
性
に
つ
い
て
、

市
民
へ
の
ア
ピ
ー
ル
等
の
考
え
は
。

ご
み
改
革
推
進
本
部
長　

都
と
も

連
携
し
な
が
ら
、
広
報
等
で
の
情

報
提
供
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

小
山　

有
彦
議
員　

地
方
分
権
改

革
推
進
委
員
会
の
第
１
次
勧
告
は
、

 

﹁
市
町
村
の
自
治
権
を
拡
充
し
、

こ
れ
を
生
活
者
の
視
点
に
立
つ
地

方
政
府
に
近
づ
け
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
﹂
な
ど
と
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
地
方
分
権
の
よ
り
一

層
の
推
進
を
求
め
て
、
同
勧
告
へ

の
市
の
認
識
と
見
解
を
聞
き
た
い
。

市
長　

同
勧
告
に
つ
い
て
は
、
住

民
自
治
の
重
要
性
が
叫
ば
れ
る
時

代
の
要
請
に
か
な
っ
た
も
の
と
認

識
し
、
よ
り
き
め
細
や
か
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
必

要
な
税
財
源
を
担
保
し
た
自
治
権

の
拡
充
は
、
望
ま
し
い
と
考
え
て

い
る
。

議
員　

地
方
分
権
に
は
、
税
財
源

が
し
っ
か
り
と
担
保
さ
れ
る
べ
き

と
思
う
が
、
市
の
取
組
は
。

政
策
総
務
部
長　

事
務
移
譲
に
当

た
り
、
権
限
と
財
源
は
車
の
両
輪

で
あ
り
、
地
方
分
権
に
相
応
し
い

税
財
政
制
度
の
構
築
が
肝
要
と
考

え
、
市
長
会
等
を
通
じ
、
こ
れ
ら

の
実
行
を
強
く
求
め
て
い
き
た
い
。

他
府
中
市
の
産
業
振
興
と
産
学
連
携
に

つ
い
て

吉
村　

文
明
議
員　

市
で
は
、
職

員
エ
コ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の

取
組
で
二
酸
化
炭
素
︵
Ｃ
Ｏ

２

︶
の

排
出
量
を
削
減
し
、
市
内
大
手
事

業
者
で
も
、
Ｃ
Ｏ

２

な
ど
温
室
効

果
ガ
ス
の
削
減
は
か
な
り
進
ん
で

い
る
が
、
Ｃ
Ｏ

２

は
市
民
の
生
活

の
中
で
も
発
生
し
て
い
る
。

　

他
市
で
は
、
市
民
参
加
の
Ｃ
Ｏ

２

削
減
策
と
し
て
、
自
転
車
利
用
を

推
進
す
る
た
め
に
、
走
行
距
離
を

測
れ
る
機
械
を
配
付
し
、
実
績
を

報
告
し
て
も
ら
う
エ
コ
サ
イ
ク
ル

モ
ニ
タ
ー
や
、
Ｃ
Ｏ

２

削
減
活
動

の
実
績
を
報
告
し
て
も
ら
い
、
抽

せ
ん
で
バ
ス
無
料
券
等
を
進
呈
す

る
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
本
市
で
も
こ
う
し
た

双
方
向
の
取
組
を
す
る
考
え
は
。

環
境
安
全
部
長　

環
境
配
慮
行
動

に
対
し
、
外
部
か
ら
の
動
機
づ
け

の
た
め
、
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
を
付
与

す
る
手
法
は
有
効
と
考
え
る
。

　

今
後
、
エ
コ
サ
イ
ク
ル
モ
ニ
タ

ー
を
含
め
、
環
境
配
慮
行
動
に
対

し
て
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る

仕
組
み
等
も
視
野
に
入
れ
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。

前
田　

弘
子
議
員　

障
が
い
者
の

社
会
生
活
上
必
要
不
可
欠
な
外
出

な
ど
、
社
会
参
加
の
た
め
の
外
出

時
の
移
動
を
支
援

す
る
移
動
支
援
事

業
の
利
用
料
等
は
、

各
自
治
体
が
独
自

に
定
め
て
い
る
。

　

本
市
で
は
、
要

綱
に
支
給
時
間
数

は
明
文
化
さ
れ
て

い
な
い
が
、
上
限

は
月
20
時
間
と
聞

く
。
そ
こ
で
、
そ

の
算
定
根
拠
を
聞

き
た
い
。

福
祉
保
健
部
長　

算
定
根
拠
は
、

判
断
基
準
等
を
設
け
た
内
規
を
定

め
て
お
り
、
支
給
時
間
の
目
安
は

20
時
間
を
上
限
と
し
て
、
希
望
時

間
数
を
支
給
し
て
い
る
。
こ
れ
は

本
人
の
意
思
に
よ
る
余
暇
活
動
の

利
用
が
週
１
回
、
４
、
５
時
間
程

度
と
見
積
も
っ
て
算
定
し
て
い
る
。

議
員　

月
20
時
間
の
支
給
要
件
を

見
直
し
、
か
つ
障
が
い
児
等
の
要

件
を
柔
軟
に
し
て
い
く
考
え
は
。

福
祉
保
健
部
長　

当
該
事
業
に
つ

い
て
は
、
利
用
者
か
ら
も
様
々
な

声
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
障
害
者

杉
村　

康
之
議
員　

本
市
の
行
政

評
価
制
度
に
お
い
て
、
各
事
業
の

﹁
成
果
の
測
定
﹂
を
ど
う
位
置
付

け
て
い
る
か
聞
き
た
い
。

行
政
評
価
担
当
参
事　

各
事
業
の

目
的
達
成
の
目
安
と
な
る
評
価
指

標
に
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
量
を
示

す
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
指
標
と
行
政
活

動
の
結
果
、
市
民
に
及
ぼ
さ
れ
る

影
響
の
大
き
さ
を
示
す
ア
ウ
ト
カ

ム
指
標
の
２
つ
が
あ
り
、
一
般
的

に
は
、
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
で
成
果

を
測
る
べ
き
と
さ
れ
る
。

議
員　

実
際
に
は
各
事
業
の
評
価

指
標
は
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
指
標
が

多
い
と
感
じ
る
。
例
え
ば
母
子
保

健
事
業
は
、
健
診
受
診
者
数
が
評

価
指
標
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
健
診
を
受
け
、
健
康

の
懸
念
が
指
摘
さ
れ
、
医
療
機
関

に
つ
な
い
だ
等
の
事
例
件
数
は
あ

る
と
聞
く
。
こ
の
よ
う
な
ア
ウ
ト

カ
ム
指
標
を
原
則
、
各
事
業
に
設

定
す
る
考
え
は
。

行
政
評
価
担
当
参
事　

事
業
の
類

型
化
を
行
っ
た
上
で
、
原
則
的
に

ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
を
設
定
し
て
い

き
た
い
。

自
立
支
援
法
の
見
直
し
に
あ
わ
せ
、

利
用
し
や
す
い
制
度
と
な
る
よ
う

検
討
し
た
い
。

他 

府
中
市
の
﹁
新
体
力
テ
ス
ト
﹂
に
つ

い
て

重
田　

益
美
議
員　

府
中
基
地
跡

地
の
一
部
に
移
転
予
定
の
国
立
医

薬
品
食
品
衛
生
研
究
所
は
、
移
転

に
係
る
住
民
説
明
会
を
開
催
し
て

い
る
が
、
市
民
へ
十
分
な
説
明
等

が
さ
れ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。

　

市
は
、
市
民
の
安
全
と
安
心
確

保
に
責
任
が
あ
る
と
思
う
が
、
同

研
究
所
等
と
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

市
長　

市
と
し
て
は
、
積
極
的
に

誘
導
を
図
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
が
、

移
転
計
画
が
閣
議
決
定
を
経
て
い

る
こ
と
等
か
ら
、
こ
れ
を
前
提
と

せ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
不

安
に
思
う
周
辺
住
民
も
い
る
と
聞

い
て
お
り
、
同
研
究
所
へ
住
民
の

理
解
を
得
る
よ
う
要
請
す
る
と
と

も
に
、
安
全
協
定
の
締
結
に
つ
い

て
検
討
す
る
な
ど
、
行
政
責
任
を

着
実
に
果
た
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
る
。

議
員　

も
し
、
住
民
の
安
全
確
保

に
不
安
が
残
る
場
合
、
市
は
移
転

に
つ
い
て
ど
う
判
断
を
す
る
の
か
。

政
策
総
務
部
長　

当
然
、
市
と
し

て
も
移
転
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、

不
安
を
払
し
ょ
く
す
る
よ
う
強
く

求
め
た
い
。

他 

今
後
の
学
校
給
食
の
あ
り
方
に
つ
い

て

　▲新設された押立町・朝日町循環


